
平成27年度当初予算における政策的新規・充実予算枠要求事業の内容と査定結果【予算措置を講じたもの】

事　業　概　要 要求額 査定額 内容

四条消防出張所移転整
備

　集団救急事故や増加する救急需要に対応するため，地方独立行政法人京都市立病院敷地
内に四条消防出張所を移転し，大型救急車を備えた救急隊専用出張所に転換することによ
り，市立病院との連携を確保し，救急体制の更なる充実を図る。
　なお，２７年度は，整備工事に着手する。

68,000 68,000 ■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

室町消防出張所整備 　昭和４５年の竣工から４４年が経過し，狭隘老朽化が著しいため，室町消防出張所の建
替え整備を行う。
　なお，２７年度は整備に先立ち実施設計及び解体工事を行う。

33,000 33,000 ■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

水災害対策の充実強化 　平成２５年の台風第１８号や，平成２６年８月の台風第１１号等による水災害を教訓と
して，消防活動総合センター内に，水災害対応訓練施設を設置し，教育訓練機能の充実を
図るほか，都市型水害対策車両を整備することで，さらなる水災害対応能力の強化を図
る。

150,500 150,500 ■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

消防団報酬制度の創設 　東日本大震災等を踏まえ，国において，平成２５年１２月に「消防団を中核とした地域
防災力の充実強化に関する法律」が制定され，消防団員の確保，装備・教育訓練の充実に
加え，報酬の支給についても規定されたことを受けて，報酬制度を創設し，消防団員の処
遇の改善を図る。

170,000 170,000 ■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

防災行動マニュアルの
策定

　平成２５年の台風第１８号における市民の避難行動等を検証した結果，平成１２年度か
ら推進してきた町内版の防災計画である「身近な地域の市民防災行動計画」を発展させ，
より広域的な防災計画の必要性が認められたことから，学区を単位として地域実情に応じ
た「防災行動マニュアル」を策定し，いざというときに自ら考え行動できる自主防災組織
の育成を推進する。

4,800 4,800 ■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果消　防　局　予　算　要　求　の　内　容


